報道関係者各位
2026年3月12日
主催者：株式会社食品化学新聞社

食品開発者を中心に業界関係者が一堂に集う技術者のための専門展示会・会議
[image: ][image: ]
2026年5月27日(水)～29日(金)10:00～17:00　東京ビッグサイト西1・2ホール＆会議棟

株式会社食品化学新聞社は、食品添加物・原料・機能性素材の専門出版社として、食品開発者を中心に業界関係者が一堂に集う技術者のための専門展示会・会議ifia/HFE　JAPANを主催しております。
ifiaJAPAN 2026（第31回国際食品素材／添加物展・会議）およびHFE JAPAN 2026（第31回国際食品素材／添加物展・会議、第24回健康／機能性食品素材展・会議）は、2026年5月27日(水)～29日(金) 10:00～17:00、東京ビッグサイト 西1・2ホール & 会議棟で開催いたします。
本展示会は2024年、2025年の来場者が3万人を超え、食品産業における新たな商流と食品開発のヒントを生み出し、また食品技術者としての基礎力アップから最新の技術やトレンドまで情報収集のツールとして高く評価されるようになりました。消費者ニーズが多様化し、原料高騰、人手不足、環境対応、急速なDX化など食品産業を取り巻く課題は一層複雑化しています。こうした中、食品素材・添加物、原料、またその周辺技術への期待はさらに高まっており、今年も国内外から多くの来場者が集まり例年以上の盛況を予想しております。
ifia/HFE JAPAN 2026のテーマは、「ひらめき、見つけた！」です。食品産業に必要な「おいしさ」「健康」「環境」、そのベースとしての「安全」、また安定供給に不可欠な「適正コスト」「効率化」を実現するための「ひらめき」が、今年も集結します。昨年は「ひらめきを見つけにこよう」でした。昨年新たなひらめきが見つかった方は、それを発展させさらに新たなひらめきを融合させ製品開発に生かしてほしい。昨年は見つからなかった方も今度こそ「新たなひらめき」が見つかるはずとの思いから、本テーマを設置しました。
昨年から好評の「ひらめき味わいストリート」、新企画「腸内環境と健康エリア」などオリジナルな主催者企画も用意し、多くの出展品目とともに食品産業の課題解決に貢献していきます。
本展示会を広く知ってもらい、多くの来場者に役立てていただけるよう、事前告知にご協力いただきたく何卒お願い申し上げます。また、5月27日（水）～29日（金）は是非とも東京ビッグサイト西１．２ホールまた会議棟に足を運んで展示会およびセミナーの取材をお願いいたします。
出展各社およびセミナー、講演などの取材をしていただけますと幸甚でございます。本日参加いただきましたみなさまには有料セミナーの無料聴講券も用意いたしました。是非ご活用ください。


開催概要
催事名：ifia JAPAN 2026 [アイフィア・ジャパン]第31回 国際食品素材／添加物展・会議
HFE JAPAN 2026 [エイチエフイー・ジャパン]第24回 健康／機能性食品素材展・会議
会　期：2026年5月27日（水）～29日（金）10:00～17:00 （3日間）
会　場：東京ビッグサイト西1・2ホール、会議棟（〒135-0063 東京都江東区有明3-11-1）
主催者・事務局：食品化学新聞社（〒101-0051　東京都千代田区神田神保町3-2-8 昭文館ビル2F）
TEL:03-3238-7520・FAX:03-3238-7898  Email: ifia@foodchemicalnews.co.jp
規　模：出展者数約350社、小間数約600小間想定（来場者30.000人予定）
テーマ：ひらめき、見つけた！　英語：Had an epiphany!
引き続き、現状の課題（2024年問題、海外に輸出、原料高騰、人手不足、HACCPなど）がある中で食品開発していくためのひらめきを見つけるために、関係者が一堂に会し、集合する場としていく。

展示会場内：主催者企画特設展示エリアとセッション

加工食品向け食品添加物・素材とその関連技術を紹介するifia、機能性素材、健康食品の製品・技術が揃うHFEとあわせて、市場ニーズに合わせた企画エリアを設置しております。各エリア内では対応するセッションも実施します。

· 食の安全・科学エリア
　食品の安全と品質を担保する検査・分析機器、サニテーション資材、コンサルティング・認証機関などが出展します。会場内セッションコーナーでは下記のセッションが協賛団体の協力による基調講演と出展者のプレゼンテーションのセットで実施されます。無料で有用な情報が得られるセッションはこの近年は定員を超えた聴講者が立ち見で回りが囲む状況です。今年は出展者も増加しさらなる盛況が見込まれます
5/27(水)　前処理セッション、栄養成分分析セッション、次亜塩素酸水(電解水)の近未来展望、汚染物質管理・PFASセッション、リスクコミュニケーションセッション
5/28(木)　カビ・カビ毒対策セッション、特別講演（香料の安全性、冷凍食品認定制度）、衛生管理・迅速検査セッション
5/29(金)　微生物検査（検出同定）セッション、アレルギー・品質管理セッション、
安全性評価・精度管理セッション
＊食の安全・科学エリアの出展者数の増加とセッションの人気に伴い、出展者プレゼンテーション会場内でも食の安全・科学セッション（5月27日（水）13時35分～16時15分）を実施します。

· おいしさ探求エリア
おいしさの科学研究所の企画協力のもと、おいしさを測る様々な装置やシステムが出展します。
5/29(金)　ifiaセッション会場にて同研究所名誉顧問山野善正氏の基調講演の後出展各社のプレゼンが実施されます。

· 機能性表示食品開発パビリオン
機能性表示食品開発パビリオンは2024年に企画し、今年で３回目になります。機能性表示食品原料はもちろん、OEM／ODM、研究レビューコンサルティング、受託臨床試験を実施するCRO関連機関、機能性関与成分の分析と機能性および安全性を評価する関連機器や受託分析機関など、機能性表示食品開発に貢献する幅広い企業など、対象はHFE全体の出展者におよびます。会場内に設置された機能性表示食品セッションコーナーでは3日間にわたり、業界団体や研究機関の専門家による講演と出展者のプレゼンテーションが開催されます。
5/27(水)　機能性表示食品制度の改正セッション、PRISMA2020対策セッション、ロンジェビティを実現する機
能性素材とエイジング研究の社会実装セッション、
　5/28(木)　GMPと安全性ミニシンポジウム、スポーツニュートリションとしてのオメガ3セッション、
脳機能～認知機能セッション、ヒット商品関連セッション
　5/29(金)　「食薬区分」シンポジウム、ヒット商品関連セッション、機能性成分分析セッション

· ifiaセッション会場
食料安定供給、原料高騰対策、サスティナビリティ、おいしさ解析など加工食品開発が直面する現代の課題の解決また新たな商品開発のヒントとなる有意義な講演が毎日実施されます。また「ひらめき味わいストリート」「おいしさ探求エリア」のセッションもこちらで実施します。
5/27(水)　進化する冷凍食品を支える素材力～第1部、グローバル市場に向けた輸入輸出支援、
スローカロリーで強化するアンチエイジングセッション
5/28(木)　健康とおいしさを両立する技術・素材、食から考えるSDGs・アップサイクル、進化する冷凍食
品を支える素材力～2部
5/29(金)　おいしい減塩プロジェクト～スープトライアル、おいしさ探求、消費者庁基調講演、日本パン技術研究所特別講演


· ＨＦＥセッション会場
健康機能に係る無料の企画セミナーと関連する出展社プレゼンテーションを展開
5/27(水)　スポーツニュートリションセッション、アンチエイジングセミナー、
女性ケア／男性ケアセッション
5/28(木)　抗肥満・抗メタボセッション、ファンクショナルフード学会、Tie2・リンパ・血管研究会セミナー
5/29(金)　ヘルシーエイジングアップデート～フローリシングを目指して～、
健康経営のための『見える化』技術、ＣＢＤセッション

· 腸内環境と健康エリア
近年、腸内環境を介したヘルスケアへの意識が高まり、商品開発が活発化しています。腸内環境をケアすることで、脳機能、肌美容、抗メタボ、免疫賦活など、さまざまな健康機能の向上に関連することが最近の研究からわかってきました。腸内環境の改善に有用な原料素材や腸内細菌叢の分析・評価技術、腸内環境をコンセプトとした商品開発におすすめの副素材などを本エリアに集め、市場活性化につなげていきます。
※エリア内のセッション会場では連日、腸内環境の研究をリードする著名人の基調講演を実施し、腸内研究にスポットをあてて、各社の研究開発の促進につなげていきます。
5/27(水)　 摂南大学農学部応用生物科学科動物機能科学研究室井上亮教授、国立長寿医療研究センターもの忘れセンター佐治直樹副センター長　他 
5/28(木)　国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所國澤純副所長、京都府立医科大学高木智久教授、大妻女子大学家政学部食物学科青江誠一郎教授、神奈川歯科大学槻木 恵一教授
5/29(金)　 京都府立大学生命環境科学研究科応用生命科学栄養科学青井渉准教授、プレバイオティクスをかたる会（ファシリテーター：藤田医科大学栃尾 巧教授）、腸内デザイン学会福田真嗣代表理事

· 出展者プレゼンテーション
各社の製品、素材、技術の特徴、背景、使用例など実践的なプレゼンテーションを展示会場内で毎日実施。
＊出展者プレゼンテーションは各セッション会場でも実施されます。

展示会場内：特別企画
· 試食イベント①「ひらめき味わいストリート」
食品メーカーはまだスポットライトを浴びていない興味深い素材をたくさん持っています。ただ、こうした素材の魅力は資料だけでは伝わりにくいのが現実です。本イベントは、試食の機会を提供することで、素材の魅力を実感できる内容になっています。試食を提供する出展者が集まり、仲見世のような賑わいを想定したエリアです。試食を提供しやすい専用ブースを並べ、華やかに演出します。

· 試食イベント②「目指せ！New Products」十文字学園女子大学食品開発学科×食品化学新聞社（南3ホール）
学生たちが出展製品を使用して開発・製造した加工食品を試食いただくコーナー。
十文字学園女子大学食品開発学科：
“食の科学” をベースとし、食品を開発する人材の育成を目指し2020年にスタートした学科です。「食のおいしさ」、「食の開発」、「食の科学」、「食の安全・安心と機能性」、「食のビジネス」の5つの領域から食品を開発するために必要な知識を身に着け、また、食品関連企業と連携した授業、インターンシップ、学内におけるカフェ実習を通して食品を開発する力を養います。今年から、健康栄養学科・食物栄養学科・食品開発学科3学科で出展者の素材の魅力を引き出していきます。

会議棟セミナー

食の安全・科学フォーラム 第25回セミナー&国際シンポジウム 持続可能な食品安全への取り組み
食の持続可能性を支える調味料
味と香り研究から生まれるおいしい食品開発
分析基礎セミナー - PFAS分析の実態と課題 -
おいしい減塩プロジェクト2026【～おいしさと健康の両立を支える技術～
イチからわかるタンパク（主に品質改良剤として）
海外輸出に向けたイチからわかる着色料セミナー
グミ開発セミナー
オメガ3アップデートセミナー
カロテノイドフォーラム
EPメディエイトセミナー:加齢とともに変わる身体を科学する 
糖化ストレス研究会セミナー：デザートの効用をみつけよう！
ペクチン＆シトラスファイバー 特別セミナー　主催：MP五協フード＆ケミカル株式会社　
· 詳細は、DM招待券とwebサイトで公開していきます。各セミナーの講演内容、講師なども公式ウェブサイトをご参照下さい。

後援機関
農林水産省 / 厚生労働省 / 東京都 / 内閣府食品安全委員会 / 独立行政法人日本貿易振興機構（ジェトロ) / 駐日欧州連合代表部 /　アメリカ大使館農産物貿易事務所（ATO 東京） / 中国食品添加物及び素材協会 / 中国保健協会 / 中国農業部農業貿易促進センタ－

後援団体
一般社団法人日本食品添加物協会 / 一般財団法人食品産業センター / 日本食品化学学会 / 日本香料協会 / 
一般社団法人全国スーパーマーケット協会 / 日本香料工業会 / 公益社団法人日本輸入食品安全推進協会 / 
公益社団法人日本食品衛生協会 / 一般財団法人日本食品分析センター / 公益社団法人農林水産・食品産業技術振興協会 / 公益社団法人日本栄養・食糧学会 / 一般社団法人全日本コーヒー協会 / 公益社団法人日本通信販売協会 / 公益財団法人日本健康・栄養食品協会 / 一般社団法人日本冷凍食品協会

協賛団体
日本エキス調味料協会 / 一般社団法人日本惣菜協会 / 一般社団法人全国清涼飲料連合会 / 公益財団法人 ニッポンハム食の未来財団 / AOAC INTERNATIONAL Japan Section / 一般社団法人食品安全検定協会 / 一般財団法人東京顕微鏡院 / 日本食品微生物学会 / 公益財団法人日本適合性認定協会 / 英国FERA Science / 一般社団法人日本電解水協会 / 微酸性次亜塩素酸水協議会 / 一般財団法人機能水研究振興財団　 / 公益社団法人日本べんとう振興協会 / 地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター / 国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構食品研究部門 / 一般社団法人国際栄養食品協会 / 精糖工業会 / 全国めん類衛生技術センター / 全日本スパイス協会 / 天然色素三色会 / 一般社団法人日本乳業協会 / 日本マーガリン工業会 / 公益社団法人日本冷凍空調学会 / ステビア工業会 / 日本介護食品協議会 / 一般社団法人日本健康食品規格協会 / 一般社団法人日本植物蛋白食品協会 / 日本酵素協会 / 一般社団法人ハラル・ジャパン協会 / 日本唾液ケア研究会 / 迅速検査研究所 / 一般社団法人 日本バイオテクノロジー認証機構(ＪＢＣＯ) / ドライマウス研究会 / 一般社団法人日本パン工業会 / 一般社団法人おいしさの科学研究所 / 学校法人東京農業大学食品安全研究センター / 一般社団法人日本パン技術研究所 / 一般財団法人食品薬品安全センター 秦野研究所 / 一般財団法人食品安全マネジメント協会 / NPO法人世界健康フロンティア研究会 / 他 (順不同)



＜本件に関するお問合せ先＞
記事掲載していただいた場合は掲載紙誌を１部お送りくださいますようお願い申し上げます。
ifia/HFE JAPAN事務局（株式会社食品化学新聞社内）〒101-0051東京都千代田区神田3-2-8昭文館ビル2F
電話:03-3238-7520 FAX:03-3238-7898 メール:ifia@foodchemicalnews.co.jp
展示会公式サイト>>> https://www.ifiajapan.com/
是非、貴紙誌への記事掲載を賜りますよう、ここにお願い申し上げます。
会場風景などの画像もご提供させていただきますので、お気軽に事務局までご連絡ください
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